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１．緒 言
マイネルは、スポーツ運動をまとまりある全体（運動ゲシュタルト）としてとらえ、運動を形と
してとらえる“運動モルフォロギー”的に、運動構造を理解することが重要であると述べている??。
そして、運動構造は、現象としての運動経過に限定し、直接的に運動表象を表す局面構造を用いる
ことで、運動を理解することができる。しかしながら、ノイマイヤーは、主観による局面構造だけ
では運動を理解するためには不十分であり、バイオメカニクス的な分析をもとにした機能局面に
よって、より正確で精密に運動を理解することができると述べている??。
スポーツ運動において学習は、運動理解のための情報を利用しながら、諸経験を通して、運動技
能、つまり技術を獲得することととらえることができる。そのため、運動学習では、運動の構造的
な理解とともに、その運動の効果的な学習方法について考えていくことが必要となる。金子は、運
動学習の一つの方法として、類縁運動をあげている??。類縁運動とは、運動形態の類似性を運動構造
の視点からとらえる場合に用いられる運動類縁性と、また、様々な個々の断片や要素の類似性を分
析的にとらえた場合に用いられる運動類似性によって裏付けされた運動のことである。それを運動
ファミリーとしてまとめられ、学習者に提供することが効果的である??。そこで、運動を学習し、技
術を習得するためには、その運動の類縁運動を明らかにしていく必要がある。
運動学習の課題となる棒高跳びの技術論は専門書や指導書にみることができる。そして、それら
は明確な統一こそないものの、類似する項目も多く、ある程度一般的な技術論が確立されてきた。
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しかしながら、それらの指導及びトレーニング方法については未整理であり、実際の現場では指導
者が独自の方法論を駆使している現状がある。その結果、棒高跳びの指導現場において、ごく少数
の指導者の下でしか選手が育たないという課題に関しては、「まだ十分に指導法が確立されていな
い」??という広田の指摘にあるように、技術に関する運動指導の統一性の必要性が求められる。
２．研究の目的
そこで本研究では、棒高跳びを動作分析及び運動構造分析を行い、運動類似性ならびに運動類縁
性の観点から、棒高跳びの運動学習における類縁運動の一つである鉄棒運動を取り上げ、技術を習
得するための効果的な方法について明らかにすることを目的とした。
３．研究方法
1）文献研究
運動学、陸上競技及び体操競技に関する文献をもとに、棒高跳び及びその類縁運動としての鉄棒
運動について考察を加える。
2）動作分析
⑴ 被験者
A群：高校棒高跳び選手 10名（棒高跳び）、B群：大学棒高跳び選手 3名（棒高跳び）、C群：大学
棒高跳び選手 1名（鉄棒運動）
⑵ 場所
A群：浜川陸上競技場、B群：BELL ATHL-ETICS JAPAN、C群：群馬大学野球場隣鉄棒
⑶ 実験方法
A群は試合、B群は試合形式の実験試技において、ボックス側方から、踏切一歩前からクリアラン
スまでが映るように調整し、デジタルビデオカメラ（SONY社製）で固定撮影した。C群は実験試
技において、鉄棒の側方から、鉄棒運動の技全体が映るように調節し、デジタルビデオカメラ（SONY
社製）で固定撮影した。また、全ての群において、長さ 1mにマーキングしたキャリブレーション棒
を撮影した。
⑷ 分析方法
撮影した画像を FDⅡV3（DKH社製）を用いて解析し、基礎データを得た。
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４．結果と考察
1）棒高跳びの運動学的考察
⑴ 機能局面による棒高跳び理解
スポーツ運動の一つである棒高跳びに関して運動モルフォロギー的にとらえ、運動の局面を用い
て運動構造的に考察を加えていくこととする。また、木島??は棒高跳びを 13の機能局面に分類した。
以下、木島の見解をもとに棒高跳びを運動学的に考察する。
13の機能局面（木島 2004）：①ポール保持②助走③突っ込み④踏み切り⑤ポール曲げ⑥スウィング
⑦ロックバック⑧伸展⑨引き上げ⑩ターン?突き放し?クリアランス
?着地
棒高跳びは熟練者であれば、①～?のように個々の機能局面に分類することができる。しかしな
がら、未熟練者では⑥⑩??のように機能局面が未分化な状態での表出や明確でない局面もあり、
粗形態の段階といえる。
⑵ 棒高跳びの類縁運動に関する考察
未熟練者のように粗形態を獲得している段階では、各局面を抽出して習得する方法を明らかにす
ることは意義深いと考えられる。そこで、局面構造及び機能局面を用いて運動構造的に類似してい
る運動類縁性を観察すること、そして、バイオメカニクス的な分析を用いて、個々の要素の運動類
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図１ 棒高跳び熟練者の機能局面
図２ 棒高跳び未熟練者の機能局面
93
似性について明らかにしながら、棒高跳びの学習に効果的な類縁運動について言及していくことと
する。
ここでの類縁運動は動作として類似しており、前後の局面との関係性が指摘できる運動と定義す
る。ここでは、類縁運動として鉄棒運動のさか上がり、あふり―さか上がり、け上がりを取り上げ
る。その理由として、第 1に村木が指摘するように“類似性”??が指摘されていること、第 2に棒高
跳びの運動組合せ???のなかで、鉄棒を用いて分習の可能性があること??、第 3に鉄棒が安定した条件
で行えることである。
2）棒高跳びと鉄棒運動の動作分析
【重心軌道】
棒高跳びの熟練度において軌道に差がみられた。また、棒高跳びとあふり―さか上がりでは棒高
跳びのスウィング前半に、棒高跳びとけ上がりでは重心の S字軌道に類似がみられた。
【関節角度】
棒高跳びのポール曲げとあふり―さか上がりのあふりにおいて、肩関節の屈曲及び股関節の伸展
がみられた（②）。また、棒高跳びのスウィングから伸展と各鉄棒運動において肩関節の伸展（②～④）
及び股関節の屈曲（②～③）から伸展（③～④）がみられた。
図３ 棒高跳の重心軌道（左：未熟練者、右：熟練者)
図４ 鉄棒の重心軌道
（左からさか上がり、あふり―さか上がり、け上がり）
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【手と各身体部位の二点間距離】
棒高跳びのスウィングから伸展と各鉄棒運動において、つま先、膝、大転子の順で手との近接が
見られた。
【つま先速度】
棒高跳びのスウィングにおいて、つま先の最大水平速度が最大鉛直速度よりも大きく、その間に
は、r＝0.607という有意な相関関係（P＜0.05）が認められた。また、あふり―さか上がりにおいて、
棒高跳びと同様な速度変化が確認できた。
図５ 棒高跳びの関節角度変化
図６ 棒高跳びの手と各部位の二点間距離
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3）鉄棒運動の局面構造
準備局面 主要局面 終末局面
さか上がり 静止
振り上げ
引き上げ
保持
あふり―さか上がり あふり
振り上げ
引き上げ
保持
け上がり 振り
振り戻し
引きつけ
保持
準備局面では、さか上がりは静的な、あふり―さか上がり及びけ上がりは動的な局面になってい
る。主要局面では、鉄棒に上がるという課題を克服する局面になっている。終末局面では、どれも
鉄棒の上での運動消失となっている。
4）棒高跳びの類縁運動としての鉄棒運動
⑴ 個々の要素に着目した運動類似性
①棒高跳びとさか上がり
肩関節と股関節を用いて、手と大転子が近接するまで下肢を振り上げる運動として、スウィング
の後半から伸展までの運動類似性を確認することができる。
②棒高跳びとあふり―さか上がり
あふりを行い、水平方向への運動を用いながら、肩関節と股関節を用いて、つま先を加速させな
がら、手と大転子が近接するまで下肢を振り上げる運動として、ポール曲げから伸展までの運動類
似性を確認することができる。
③棒高跳びとけ上がり
動作の上では S字の重心軌道を行いながら、肩関節と股関節を用いて、手と大転子が近接するま
で身体を鉄棒に引きつける運動として、スウィングから伸展までの運動類似性を確認することがで
きる。
⑵ 機能局面に着目した運動類縁性
①棒高跳びとさか上がり
さか上がりの準備局面は“静”、終末局面は“運動の消失”なので、棒高跳びとの運動類縁性は指
摘できなかった。しかしながら、さか上がりの主要局面において、振り上げ局面は棒高跳びのスウィ
ング局面後半、引き上げ局面は伸展局面と類似しているので、ロックバック局面において運動類縁
性を指摘することができる。ただし、さか上がりにロックバックに該当する局面はなく、類縁運動
として明確に位置付けることは難しい。
②棒高跳びとあふり―さか上がり（図 7参照）
あふり―さか上がりの終末局面である保持局面は運動消失であるため、運動全体で運動類縁性は
指摘できなかった。しかしながら、準備局面のあふり局面（D）は棒高跳びのポール曲げ局面（A）、
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そして主要局面の引き上げ局面（F）は棒高跳びのロックバック局面～（C）と類似しているので、あ
ふり―さか上がりの振り上げ局面（E）は棒高跳びのスウィング局面（B）との運動類縁性が指摘で
きる。また、ロックバック局面も運動類縁性を指摘できるが、さか上がりと同様に、該当する局面
がないため、明確に位置付けることは難しい。
③棒高跳びとけ上がり（図 7参照）
け上がりの終末局面である保持局面は運動消失であるため、運動全体で運動類縁性は指摘できな
かった。しかしながら、準備局面の振り局面（J）は棒高跳びのスウィング局面後半（G）、そして主
要局面の引きつけ局面（L）は棒高跳びの伸展局面（I）と類似しているので、け上がりの振り戻し
局面（K）は棒高跳びのロックバック局面（H）との運動類縁性が指摘できる。
⑶ 棒高跳びの類縁運動
⑴棒高跳びの運動類似性、⑵棒高跳びの運動類縁性から棒高跳びの類縁運動として、「あふり―さ
か上がり」は棒高跳びのスウィング局面における類縁運動として、「け上がり」は棒高跳びのロック
バック局面における類縁運動として位置付けることができる。
図７ 棒高跳びと鉄棒運動の関係
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